
放流技術開発事業(アワビ)

天野勝三・須川人志

本事業は放流アワビの適正放流方法を確立するため、放流種苗の成長、生残等に影響する要因を把握す

るとともに、好適漁場の形成条件及び漁場の潜在的収容力を調べるため平成7年以来調査を継続している

ものである。

1 調査場所

下北郡佐井村佐井地先(図 1) 
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2 調査内容

本年度は過去において試験区A及びBに放流したアワビの回収率を求めるため、各試験区での再捕を

開始した。また、試験区A及びBに加え、試験区Cを新設し、アワビ種苗を放流するとともに各種調査

を行った。
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3 調査結果

本事業のうち試験区A及び B区の調査結果は「平成 7~11年度放流技術開発事業(定着性グループ)

総括報告書J(平成12年度刊行予定)に記載されることになっているので、本年度は試験区c(水深8
~10m) の調査結果について述べる。

① 生育海藻調査

調査結果(地点間平均湿重量)を表2に示した。

6月下旬及び7月下旬に湿重量のピークがあった。また、 12月調査時にジョロモクが多かったほか

は、マコンブが圧倒的に優占していた。

⑧ 流れ藻調査

調査結果を表3に示した。

6月下旬及び10月下旬に湿重量のピークがあった。また、いずれの調査時もマコンブが優先してい

たが、 7月下旬はマコンブが少なくなりアナアオサが多く出現していたため優先度が減少していた。

⑧ 底生生物調査

調査結果(地点間平均重量)を表4に示した。

試験区C内に多く生息していたものは、マナマコ、マボヤ、ヒトデ、イトマキヒトデ、キタムラサ

キウニであった。

表2 海聾類枠取り調査結果 (a/m')
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④ 種苗放流、追跡調査

平成10年6月22日に試験区C内のCラインの地点 2(水深10m)の場所にエゾアワビ種苗 1万個

(放流密度2，500個/rrf)を放流した。放流時の殻長は22.4士1.7剛、重量は1.5:t0.4gであった。なお、

翌23日に潜水し、害敵生物による食害もなく正常に生息しているのを確認した。

翌月から追跡調査を開始し、結果を表5に示した。

放流31日後の 7月23日の状況を 表5 放流アワピ目視観察結果(C区、 401当たり偲体数)

みると、放流地点で94個/rrf、2 ~~?一一~ライン~ライン}-Çライン~ライン~ライン!合計
1 1 砲鳳11 01 01 01 01 01 

m離れたCライン地点3でも66個 1 l…掠恵~.....L..............QL............4~.L............?!.?1..…“孔…….QI..・-…“426
1 7/23 1 地点31 11 21 2651 01 01 268 

/rrf、また、 10m離れたDライン 1 t....通高.;tl・..…・・・ot・M ・H・M・.. 首…・…;;';ot"…...・a・"o・m・....…・ol' …・3
地点2でも12個/rrfの生息がみら ! ! 合計! 1! 印j ω! 1! 。! 6叫:

1 1地点11 01 1引 1 01 01 
れた。 1 l地点t...L...........QL...... ..g_l__.............ß~L.............QL.............Q I.............ß~ 

1 8/25 l.....換恵?.....L....…Q1..... 針 。I...............Ql...............QI..................?64日後の 8月25日には放流地点 ! -. --t地点4....t...............ot...............O!..................ot...............ot 針 。

で16個/rrf、放流地点よりも水深 ! ! 合軒 1 01 刈 711 0! ? 91 
1 1 地点11 01 11 11 01 01 

が2m浅いDライン地点 1及びc 1 l.“.塊点~.....l・.........・....Ql.......….引..n ・M・........1:11........….. Ql........・M ・..QI....…・…17
I 9/24 L…揖鰐….1........“ .QL・… 剣 H................Q1...............QI...............J. ライン地点 1 でも 1~4 個/ぱの ! -. _. t地点4...t..............O! 品..............of・ ot...............ol.................o 

生息がみられた。 I ! 合計 I ?I ~! 1~1 ?I ?I 勾
1 1地点11 01 01 01 01 01 0 

94日後の 9月24日には放流地点 1 l…塊点?...l..・H・.......・.QI……01……....Ql........….. Ql…...・H・.QI.・…… o
ー 1101261 地点31 01 01 01 01 01 

で3個/rrf、10m離れたDフイン I --， --t遍脳 1・・ ・ot ・・・01.................司 ・ot…・・・01 ・・…る
地点2で約 1個/rrfの生息がみら ! l 舎軒 I ?I ~I ~I ?I ?I ~ 

地点11 01 21 01 01 01 
地点21 01 01 01 01 01 0 

12/14 r"通1.i3.....r・M ・・・or ・…・or................or・M・-….or....“…・・01"........…・5
地点41 01 01 01 01 01 0 
金量__l___QL_.21 旦 01一一一旦一一_2
地点11 01 01 01 01 01 0 
地点21 01 01 01 01 01 0 

3/23 1地点3"1 . 01 11 11 01 01 2 
地点41 01 01 01 01 01 0 
合計 1 01 11 11 01 01 2 

れた。

また、 10月以降の調査では、調

査区域内には放流稚貝がほとんど

確認できなかった。

放流地点における放流稚貝の残

存率は31日後に3.8%、64日後に0.7

%、 94日後に0.1%であった。

平成8年、 9年に試験区A及び

Bで行われた放流稚貝の追跡調査

結果との比較を図 2に示した。今

回の試験区Cへの放流は、過年度
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図2 平成8、9，10年エゾアワビ放流稚貝の放流地点における生息密度推移
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